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 梅田スカイビル  タワーウエスト3階

どなたでも自由に参加いただけます 直接会場にお越しください

場　所

申　込対 　 象

主催：ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会
事務局：関西国際交流団体協議会

お問合せ先：
アムネスティ・インターナショナル大阪事務所・関西連絡会
✉ osaka@amnesty.or.jp  ℡ 06-6227-8991
（ワン・ワールド・フェスティバル実行委員・高橋）
　

※ワン・ワールド・フェスティバル会場/ステラホール・ホワイエ屋内ステージ

Photo provided by Médecins du Monde Japon — © MdM Switzerland
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国境なき医師団（MSF）

救急医

森岡 慎也 

2013年富山大学医学部卒業。同年より沖縄県立

中部病院で初期・後期研修。その後、沖縄県立

八重山病院救急科などで勤務。この間に救急専

門医資格（日本）およびECFMG認証（米国で臨

床研修を受けるための資格）を取得。2020年に

MSFに登録。これまでにミャンマー、スーダ

ン、レバノンをはじめ、パレスチナ・ガザ地区

では昨年11月まで活動した。2025年、ロンド

ン大学公衆衛生学修士課程修了。現在、国際

NGO「PATH」で国際保健や人道支援活動に携

わる。1984年生、愛知県出身。

　国境なき医師団は、戦闘が激化

する中でもガザにおける援助活動

を継続しています。外科医、救急

医、看護師、ロジスティシャンな

ど多職種のチームが、負傷者への

外科治療、出産後ケア、一次医

療、水・衛生支援など幅広い医療

援助を提供しています。
  　戦闘や封鎖により医療物資の搬入

が困難な状況でも、可能な限り医療

を届けるために活動を継続。

　アムネスティは、ガザやヨルダ

ン川西岸の人権状況を独立した立

場で調査し、国際社会に向けて提

言を行っています。
　ガザでの民間人被害、インフラ破

壊、避難の強制、物資封鎖などについ

て調査し、国際法違反の可能性を指摘

する報告を発表。国際司法裁判所

（ICJ）の命令履行や、ジェノサイド

を含む重大な国際犯罪の責任追及を求

めるキャンペーンを、日本で約１万

人、世界で約1000万人の会員やサポー

ターが展開しています。

 ガザでは今も深刻な人道危機が続き、多くの市民、とりわけ子どもたちの命と暮らしが脅かされています。

医療支援を続ける国際協力NGO『国境なき医師団』や『世界の医療団』、人権の視点から状況を調査・発信す

る『アムネスティ・インターナショナル』など、国際NGOはそれぞれの専門性を生かしながら現地の人々を支

えています。

 ワン・ワールド・フェスティバルのテーマ「共に生きる世界を ～今こそ想う みんなのいのち～」のもと、

今年のステージプログラムでは、国際協力NGOの3団体を迎え、ガザで起きている現実や子どもたちが直面し

ている状況、国内外のキャンペーンについて伺います。

2023年10月以降の紛争で７万人以上が犠牲となり、そのうち約２万人が子どもとされる状況を前に、「戦争

とは何か」「子どもの生きる権利とは何か」を自分自身の問題として考える機会とし、国際協力や平和、人

道支援、人権活動への理解を皆さんと一緒に深める場にしたいと思います。

　　　　　　　　多くの方のご参加をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　2025年度ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会

アムネスティ・インターナショナル日本

副理事長
北井 大輔

京都生まれ。高校卒業まで大阪府堺

市で育つ。大学進学を機に東京へ。

大学進学の年（1989年）に中国で

「天安門事件」があり、それをきっ

かけに中国や在日中国人の人権問題

などに、アムネスティのボランティ

アとして取り組む。本業は書籍編集

者。娘の学校の寮のルームメイトが

パレスチナ人で、娘を通して話を聞

き関心を深めるなかで今般の紛争が

起こり、アムネスティ日本としての

活動を呼びかけるに至る。

兵庫県宝塚市生まれ。スポーツメーカーで海外営業

として働く傍ら、阪神淡路大震災時より多言語放送

局の立ち上げ・運営に携わる。アメリカの大学で国

際関係学を学び修士号取得。国際機関でのインター

ンなどの経験を経て、NGOで必須サービスや、食

料・栄養分野でのアドボカシー・キャンペーンに関

わる。バングラデシュ・ベナン・ブルキナファソ・

ウガンダ・ネパール・インド・バヌアツなど南アジ

ア、アフリカを拠点に現場で国際協力に携わった

後、2020年3月より現職。
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米良 彰子

世界の医療団（MDM）

事務局長

　世界の医療団は、ガザおよび

パレスチナ全域で、医療アクセ

スが制限されている人々を支え

る活動を展開しています。 
　ガザでは、戦闘激化後も緊急医療

と心理社会的支援を提供し、移動診

療チームを展開して負傷者や避難民

に医療を届けています。ガザの人道

危機を改善するため、恒久的な停戦

と人道支援物資の大規模搬入を求め

る声明も発表しています。
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ーこどもたちの命、わたしたちへの呼びかけ


